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共生社会の実現へ

認知症基本法
6月14日、「共生社会の実現を推進するための認知症基本法」（認知症基本法）が参院本会議で全会一致で可決され、成立しました。

総理大臣を本部長として基本計画を作り、総合的に認知症施策を推進、都道府県や市町村に計画策定が義務づけられます。

同時に9月21日が認知症の日と定められました。国民の責務として、共生社会実現への寄与が盛り込まれています。基本法は国の制度・政

策に関する基本方針を示し、親法として他の法律や行政に優越的地位を持ち、基本法に示された方針に基づいて個別法が遂行されます。
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■衆議院 「第211回国会共生社会の実現を推進するための認知症基本法案」

  https://elaws.e-gov.go.jp/document?lawid=505AC1000000065_20240615_000000000000000 

認知症基本法における基本的施策

基本理念

認知症の定義

目 的
認知症の人が尊厳を保持しつつ希望を持って暮らすことができるよう、認知症施策の総合的、

計画的な基本となる事項を定めることにより、人格と個性を尊重しつつ支え合いながら共生社会

の実現を推進すること

アルツハイマー病その他の神経変性疾患、脳血管疾患その他の疾患により日常生活に支障が生

じるまで認知機能が低下したと政令で定める状態

①本人・家族の意向尊重②国民の理解・共生社会③切れ目のない保険医療・福祉サービス

④本人家族等への支援⑤予防・リハビリテーション等の研究開発⑥総合的な取り組み

https://elaws.e-gov.go.jp/document?lawid=505AC1000000065_20240615_000000000000000


　

　　

私たちグリーンケア取扱店に、お気軽にお問い合わせください。

ケア・ライフ・デザイン

き  ら みさお

代表 吉 良 操

■長寿科学振興財団 健康長寿ネット 「変形性関節症のケア」

https://www.gov-online.go.jp/useful/article/202106/2.html

変形関節症は、加齢や運動、体重などの負荷により、関節に変形をきたした状態です。関節の間にある軟骨がすり減ったことでなめらかに

動かなくなり、関節の骨などが摩擦を起こして炎症を起こし、水がたまったりする症状のことです。

生活習慣を変えることで、

●緊張した筋肉をほぐす。●拘縮した関節の可動域を拡大する。●血行を促進する。●痛みをきっかけに低下した筋力を向上させる。

ことなどで、運動機能を回復させることが期待できます。

健康長寿

変形性関節症のケア

変形性関節症 気をつける生活習慣ケア

お問い合わせ先ＴＥＬ：047-433-1012 ＦＡＸ：047-433-1034
〒273-0021 千葉県船橋市海神4-9-18(1F)きぬせん福祉用具研究会

https://www.tyojyu.or.jp/net/byouki/henkeiseikansetsushou/care.html

